

































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































コー キラ(郭公)やジｰ ゲｧﾝジｰ ヴｧｶ，(典群蔦iが鳴き，
蜜蜂の羽音に満ちたり。
らせん
地面には草が生え，青々として柔かく，螺旋状に巻いてしなやかなり。
げにょ
キンナラ'０（天の楽神）衆が奉仕する森の中Iこて，美しき妓女たちと'１歓楽されたし。
菩薩は言えり。
122．地面より生えたる草を，大陽が枯らしむる，その時には，
［今］若葉をつけたる，これらの樹木も，時に従いて，開花せず'２，
花に近づける蜜蜂たちも，飢渇に苦しめられる'3。われは，今こそ，
じゅよう
往昔の勝者（仏陀）たちに享受せられたる甘露を，必ずや受用せん。
８この部分の原文はｙ面ma-suyama~samtusitakeである。
９「ジー ヴアンジー ヴアカ」の原語はjTva(､)jiVakaである。ここでは韻律によってjrvajWakaと表記されて
いる。
ｌｏ「キンナラ」の原語はkimnaraである。
,,「森の中にて．美しき妓女たちと」の部分は，Tib.では「優雅なる森の中にて，妓女たちと」という意
味の訳文となっている。
l2Tib､metogrhyas（開花し）は掩文apuSpita（開花せず）と合わない。
l3Tib・は「また，蜜蜂たちは，飢渇に苦しめられて，諸の花に近づく」という意味の訳文となっている。
8８
ラリタヴィスタラの研究
マーラの娘たちは言えり。
かんぱせ みずみず
123.月の顔容ある者よ，しばらくl4御覧あれ。［私たちは］瑞々 しき蓮華にも似て15,
柔軟かつ甘美に語り，歯は白銀か雪の如［〈白］し。かくの如きは，
天界の都城にても得難きものなれば，人間の町にてはなおさらなり。
あなた
至高の天神たちによって常に望まれたるところのものが，貴方に得られたり。
菩薩は言えり。
ふんえうじむし ろうこ
124．身体は，不浄なる糞穣と岨虫の群に満ち，牢固ならずして，
じゆういつ み
すぐ霊に散失し壊滅する，悲哀の充溢せるものと［われは］観る。
動くものと動かざるものとの［すべての］生類に，至上の安楽をもたらすところの，
賢者［たち］に尊崇せられたる，不滅なる，その地位を［われは］得ん。
125．彼女たちは，実に，六十四の愛の技芸を試用して，
足環や金帯を鳴り響かせ，衣服をはだけて，
愛欲の矢に射抜かれ，発情して．あざ笑いながら［言えり'6]，
「高貴なる子よ，［この女たちを'7］享受しないとならば，貴方に何か欠陥ありや」
〔菩薩は言えり'8〕
じん<
126．一切世界の罪過を了知して，塵垢を除去せる者は言えり。
かみそり
愛欲は，剣か槍か投槍'9の如く，蜜を塗れる剃刀にも似たり。
めへび
牝蛇の頭か綴20の如きものと，われは,今,正しく了知せり。
女人は徳を奪うものなり。それ故に，われは婦女衆を捨て去れり。
いくナユタ
127．彼女たちは，幾那由多もの種類の採女の技量を示したるも，
あた
若き象の如き態度を有する善逝2’（菩薩）を誘惑すること能わざりきｏ
［その時22］′慎みと蓋恥心より恥を感じて，牟尼（菩薩）の足元に平伏し，
ｌ４Ｔｉｂ･には．画valc］（しばらく）に相当する訳語がない。
'５「蓮華にも似て」の部分は，Tib.では「蓮華の如き顔を持ち」という意味の訳文となっている。
１６「言えり」の原文はないが.Ｔｉｂには「かくの如く言えり」（hdiskadsmras）との訳文が付加されている。
'7「この女たちを」の原文はないが，Tib.には「この者たちを」（hdidag）との訳文が挿入されている。
'８「菩薩は言えり」の原文は主要東大写本には記戦されず，Tib・にもこれに相当する訳文がない。
l9Tibrtsegsum（三叉戟）は焚文§nla（投槍）と合わない。
２０「火坑」とは「火の燃えさかるあな」の意。
2ｌＴｉｂには，sugatam（善逝）に相当する訳語がなく，単にｄｅ（彼を）と訳されている。
22Ｔｉｂには，「その時」に相当する訳語（tshe）がある。
8９
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敬意と翼,喜びと,好意を生じて‘利益者塑(菩薩)を識せり。
りやくしゃ
かしん かんぱせ
128．無垢なる蓮華の花芯に似たる，［また］秋の月の如き顔容ある者よ。
そゆ かこう
酵油Iこて供物に点火されたる火光に似たる，黄金の山の如き者よ。
いく
鵬が2‘[幾]百もの生にて修行し,熟考し[て立て]たる26誓願を成就されたし。
自ら［彼岸に］渡りたるのち，苦悩に満ちたる衆生を渡らせたまえ。
129．彼女たちは，カルニカーラ樹かチヤンパカ樹27の如き［菩薩］を，種々に讃歎し，
うにょう
超絶せる山の如くIこ不動なる［菩薩］を，右達なせるのち，
ずめんらいそぐ
戻りて，父に頭面礼足して，かくの如き言葉を述べたり。
「いさ瑠８，父よ，天神と人間との師なる者への２，憎悪を捨てたまえ。
130．［菩薩は］顔に微笑を浮かべ，蓮華の葉の如き眼もて見そなわせり。
愛欲もて人を視ることなく，また，眉をしかめて視ることもなし。
こかつにちがつ
メール山が震動し・大海が個渇し，日月（大陽と月）が落下しようとも，
力、あくちしつ
三界（輪廻界）の過悪を知悉せる，彼が婦女子になびくことなし」［と]。
さて，その時，マーラ（悪魔）波旬は，この言葉を聞いて，なおいっそう，苦悩し，落胆し，
憂愁し，念怒に駆られたる心を以て，かの，自分の娘たちに告げたり。「さても，なんすれぞ
た ぐ もう，まず
彼を菩提の座より起たしめ得ざるや。愚蒙かつ無知なる者ならば，汝らの美貌を視ざる筈のあ
らんや」［と]。
すると，その時，かの，マーラの娘たちは，自分たちの父に，偶によって返答したり。
’3'．［彼（菩薩）は］温和かつ優美に語り，しかも，愛著あることなし。
しんに
重大なる秘密を観察し，かつ，頗悪あることなし。
もろもろいざぐち
諸の威儀と諸ｲﾃとを認識し，かつ，愚擬あることなし。
じんみよう
身体のすべてを正しく評定し，かつ，，L,意は甚だ深妙なり。
にょにん ちしっ
132．女人の過悪の甚大なるを，明確に知悉し，
せんじやく
染著なき‘し,を有し，愛欲への執着あることなし。
この天にも地にも，彼の心と諸行とを熟知しうるところの，
そのような天神も人間も，全く存在せざるなり。
133．そこ（天界．人界）において，妓女の幻惑を示現せられたならば，父よ，
23Tib.には，gauravu（敬意と）に相当する訳語がない。
24Tib.は「かの利益者を」という意味の訳文となっている。
25Tib.には．ｔｉ（御身が）に相当する訳語がない。
26Ｔｉｂは「熟考して立てたる」という意味の訳文となっている。
27「カルニカー ラ」「チヤンパカ」の原語はそれぞれkamikara,camPakaである。
28Tib・には，ｓﾖdhu（いざ）に相当する訳語がない。
29Ｔｉｂは「師なる彼への」（blamadela）という意味の訳文となっている○
9０
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愛欲あるところの，その者の心は溶解すべきなるも，
それを視ても，彼の心は微動だにせざりき。
山王中の王の如く，彼は，動揺することなく安坐せり。
いく
134．［幾］百もの福徳の威光に満ち，功徳の光輝みなぎりて，
いくコーティ わた
幾拘砥もの劫に亘り．持戒と苦行30とを雛せり。
天神や焚天等の，清浄なる威光に輝く衆生たちも，
ずめん
彼の足元に頭面をつけて，礼拝せり。
135．必ずや，彼は31,マー ラの軍勢を打ち破り，
往昔の勝者（仏陀）に愛好せられたる，無上の菩提を得たまわん。
父よ，私たちは，戦闘にて争うことを望まざるなり。
力ある者と戦闘する，この方策は甚だ困難なり。
ちようけい
136．父よ，見られたし。虚空には，頂筈（頭頂の髪の房）Ｉこ珠宝をつけたる，
ナユ夕 とうがく じりつ
那由多もの［多くの］等覚菩薩が，うやうやし<，侍立せり。
宝石に満ち満ちて，身体を花環もて飾りたる［彼ら］は，
じゅうりきそん
諸の十力尊（仏陀）によって，供養のために，ここに遣わされたる者たちなり。
しかく
137．思覚（精神作用）あるものたちや，思覚なきものたち，
こんじちょう
樹木や山岳，ガノレダ（金遡鳥）王や天王や夜叉たちが，
功徳の山なる者（菩薩）に対面して，お辞儀をなせり。
父よ，今日は，退却するが至当なるべし。
さらにまた，
138°あるものの向う岸（対岸）に渡らずしては，それを渡り終えることなく，
あるものを根より抜き出さずしては，それを掘り出し終えることなからん。
こ
ある者に重ねて寛恕を請うならば，その人を怒らしむることなかるべし。
あることにより悲哀を生じるとすれば，それを為すべきにあらず」［と]。
さて，また，比丘らよ’その時，八名の菩提樹の女神ありき◎すなわち，シュリー（功徳)．
ヴリッデイ（増長)，タパー（苦行)，シュレーヤシー（安寧)，ヴィドゥ（聡慧)，オージョー
バラ一（大力)，サトヤヴァーデイニー（実語)，および，サマンギニー型（全備）なり。《彼女
30Tibbrtulshugs（禁戒）は党文tapas（苦行）と合わない。
3ｌＴｉｂ､には，ｓａ（彼は）に相当する訳語がない。
32以上八名の女神名の原語は，前から順に，§両,vrddhi,tapZi,§雁yasT,vidu,Qjoba胴,satyavadin7,samangi飯で
ある。
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たちは33》菩薩を《ねんごろに34》供養してから，十六相を以て菩薩の威徳を称揚し35,讃歎した
り。
びゃ<ぶん
139.36清浄なる37衆生よ，御身は，白分の（満ちゆく）月の如く，明浄なり。
あさひ
清浄なる覚知ある者よ38,御身は，昇り来たれる旭日の如く，輝けり。
140．清浄なる39衆生よ，御身は，水中の蓮華の如く，満開なり。
清浄なる40衆生よ，御身は，森や林を排掴する獅子の如〈に，砲嘩す。
141．至高なる衆生よ，御身は，大海の中心にある山王の如く，照り映えたり。
てつちせん
清浄なる4'衆生よ，御身は，鉄囲山の如く，超出したり。
142．至高なる衆生よ，御身は，大海の如く，宝石に満ちて測り難し。
むへんざい
世間の導師よ，御身は，覚知広大Iこして，虚空の如く無辺際なり。
143．清浄なる衆生よ，御身は，大地の如く一切衆生の所依にして，覚知は甚だ堅固なり。
至高なる衆生よ，御身は，アナヴァタプタ4２（無熱悩）池の如く常に清涼にして，
汚れなき覚知を有したり。
144．至高なる衆生よ，御身は，風の如く常に一切世間に愛著するところなく，
覚知の停頓することなし。
至高なる衆生よ，御身は，火焔の王の如く一切の僑慢を焼尽し，近づき難し。
145．至高なる衆生よ，御身は，ナー ラー ヤナ4３（那羅延天）の如く鎮圧し難き者にして，
剛力あり。
世間の導師よ，御身は，菩提の座より起つことなき者にして，誓約堅固なり。
146．至高なる衆生よ，御身は，インドラ（帝釈天）の手より放たれた金剛杵の如く，
退転することなし。
33「彼女たちは」の原文（t3h）は主要東大写本に欠けているが，Tib．（dedaggis）によれば，これを挿入
すべきである。
劉この部分の原文samp可yaはTib・にはyandagparmchodnas（ねんごろに供養して）と訳されているが・
主要東大写本には単にｐｎｊｙａ（供養して）とあり，Ｓａｍが欠落している。
弱Tib.は「十六相の威徳を以て菩薩を称揚し」という意味の訳文となっている。
36以下，139偶から162偶までは散文調であり，厳密には韻律のない長行である。そのために，EMUller，Ｗ、
Schubringともに，「これらは韻文にあらず」と指摘しているが，SmtibhiksuS画strTの校訂本ではＧﾖthヨ
Gadyagati（散文調の偶）として偶番号が付されている。確かに厳密な韻律はないが．リズミカルな繰り
返しが認められるので．本書でも，一種の韻文類とみなすことにする。
37Ｔｉｂｄａｍｐａ（至高なる）は焚文ｖｉ§uddha（清浄なる）と合わない。
38Tib､ｂｌｏｍａｍｐａｒｄａｍｐａ（無上の覚知ある者よ？）は雑文visuddhabuddhe（滴浄なる覚知ある者よ）と
合わない。
39Ｔｉｂｄａｍｐａ（至高なる）は焚文vi§uddha（清浄なる）と合わない。
‘oＴｉｈｄａｍｐａ（至高なる）は覚文ｖｉ§uddha（清浄なる）と合わない。
ｲｌＴｉｂｄａｍｐａ（至高なる）は焚文ｖｉ§uddha（清浄なる）と合わない。
ｲ2「アナヴァタプタ」の原語はanaVataPtaである。
４３「ナー ラー ヤナ」の原語はnariiyanaである。
9２
ラリタヴィスタラの研究
至高なる衆生よ，御身は，久しからずして十力具足（仏陀）となる者にして，
善利を穫得せられたり。
かくの如く，実に．比丘らよ‘菩提樹の女神たちは，十六相を以て，菩薩の威徳を称揚した
り。
その時，比丘らよ’浄居天に属する天子たちは，十六相を以て，マーラ（悪魔）波旬44の勢
力を減退せしめたり。いかなる十六相によってか。すなわち，次の如し。
147破旬よ’汝は崩壊せしめられ,愁思せる老クロー ンチヤ４，(帯穎填)の如し。
ちんりん
波旬よ，汝は非力Iこして，泥中に沈倫せる老象の如し。
148．波旬よ’汝は孤独にして，勇猛なる誓言を立てて敗れたるが如し。
りょは人
波旬よ’汝はｲ呂伴なくして，病気に確りて森中に捨てられたるが如し。
149．波旬よ’汝は疲弊して，重荷に苦しめられたる牡牛の如し。
波旬よ’汝は放棄せられて，風に倒されたる樹木の如し。
150．波旬よ’汝は悪路に立ちて，道に迷える隊商人の如し。
波旬よ’汝は劣等中の劣等にして，負償ある貧窮者の如し。
ろうぜつ からす
151．波旬よ’汝は弄舌Iこして，鳴きわめ〈烏の如し。
とら ぶしつけ
波旬よ’汝は慢,し､に囚われて，不膜なる忘恩者の如し。
152．波旬よ’汝は，今日，逃走すべし。師子WLにて逃げ去る狐狼の如く。
波旬よ’汝は,今日駆逐さるくし｡総蔵緬に吹き散らされる鳥の如く。
こつじきしや
153．波旬よ’汝は時を知らざる者なり。福徳の尽きたる乞食者の如く。
しやき
波旬よ’汝は，今日，捨棄せらるくし。砂にまみれたる，損壊せる容器の如く。
154．波旬よ’汝は，今日，菩薩により47調伏せらるくし。マントラ48による蛇の如く。
波旬よ’汝は〔今日49〕一切の力を奪われたり。手足を切断せられたる胴体50の如く。
かくの如く，実に，比丘らよ’浄居天に属する天子たち5'は，十六相を以て，マーラ（悪魔）
波旬の勢力を減退せしめたり。
そこにおいて，比丘らよ’菩提［樹］に仕える天神たちは，十六相を以て，マーラ（悪魔）
44Tib､には，paPTyamsam（波旬）に相当する訳語がない。
45「クロー ンチャ」の原語はkroiicaである。
46「毘嵐風」の原語はvairambhaである。
47Tib.には，bodhisattvena（菩薩により）に相当する訳語がない。
縄「マントラ」（mantra）は「呪文」の意である。
‘9Tib､には，ａｄｙａ（今日）に相当する訳語がない。
50Tib,ｍｉ（人）は焚文runda（胴体）と合わない。
51Tib､lhamams（天神たち）は焚文devaputr3h（天子たち）と合わない。
9３
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へんせき
波旬をR乏斥したり。いかなる十六相によってか。すなわち，次の如し。
155．波旬よ・汝は，今日，菩薩により征服せらるくし。勇者による敵軍の如く。
波旬よ’汝は，今日，菩薩により征圧せらるくし。大力士による非力なる力士の如く。
いんぺい
156．波旬よ，汝は，今日，菩薩|こより隠蔽せらるくし。大陽の光輪による蛍火の如く。
いちあくもみがら
波旬よ’汝は，今日，菩薩により吹き散らるくし。大風による一握の籾殻の如く◎
やかん
157．波旬よ，汝は，今日，菩薩Iこより戦懐せしめらるくし。獅子による野干の如く。
波旬よ’汝は，今日，菩薩により倒壊せしめらるくし。
念
根より伐られたるサーラ樹の大木の如く。
158．波旬よ’汝は，今日，菩薩により壊滅せしめらるくし。
大王による友軍なき都城の如く。
波旬よ’汝は，今日，菩薩により枯渇せしめらるくし。
ごしゃくみずたまり
強き日射しによる牛跡の水溜の如く。
159．波旬よ，汝は，今日，菩薩により逃走せしめらるくし。
死刑となるべき悪漢が脱走したるが如く。
波旬よ’汝は，今日，菩薩により騒乱せしめらるくし。火熱による蜜蜂の群の如く。
160．波旬よ’汝は，今日，菩薩により悲嘆せしめらるくし。
王位を奪われたる法王の如く。
波旬よ’汝は，今日，菩薩により沈思せしめらるくし。
たいしゃ<しぎ
羽を切られたる，老クローンチャ（帝釈鴫）の如く。
161．波旬よ・汝は，今日，菩薩により遭難せしめらるくし。
りょうじ念
剣難なる荒野において樋食の尽きたるが如く。
波旬よ’汝は，今日，菩薩により沈没せしめらるくし。
大海において難破したる船の如く。
こすい
162．波旬よ’汝は，今日，菩薩Iこより枯衰せしめらるくし。
ごうか
劫火（劫滅時の大火）による草木の如く。
波旬よ’汝は,今日菩薩により破砕さるくし｡芙綱粋52による山の峰の如く。
かくの如く，実に，比丘らよ’菩提［樹]53に仕える天神たちは，十六相を以て，マーラ（悪
へんせき だいてん
魔）をR乏斥したり。されど，マーラ（悪魔）波旬は退転（断念）せざりき。
そこで，かくの如く言われる。
かんげん しにがみ
163．天神衆からの真実の諌言を聞きたるも，死神（マーラ）は退却せずして［言わく］，
52Tib.は単に「金剛杵」と訳され，mahヨ（大）に相当する訳語はない
53主要東大写本によればbodhisattva（菩薩）であるが，文脈からみて，bodhi（菩提）であり「菩提樹」
の意味であると考えられる。
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た
｢起たせよ，打ちのめせ。この者を壊滅せしめよ。命を与えることなかれ。
この者は自ら［彼岸に］渡りたるのち，わが領域から他の者をも度脱せしむくし。
起ちて退却するより他に,［この認]沙門には,他の鮒なる釈放もなしと，
われは断言す」［と]。
菩薩は言えり。
164．山王メールが根底から動揺しようとも，一切の生類が消滅しようとも，
せいしん
すべての星辰群が，月もろともに，天空より地上に落下しようとも，
かんこ
一切衆生の思念がひとつに統合されようとも，大海の水が乾個しようとも，
じゅおう あた
まさに、樹王の根元に坐したる，われの如き者を，動かすこと能わざるべし。
マーラ（悪魔）は言えり。
165°われは愛欲の支配者にして，この一切世界の自在主なり。
きんじゅう
天神や鬼神衆を含み，人間や禽獣たちも，
みな，われに占有せられ，われに服従せり。
われの領域に住する者［たる汝］は，起ちて命令に従え。
菩薩は言えり。
166.たとえ，汝が愛欲の支配者たらんとも，断じて自在主たるにあらず。
汝が如実にわれを見るならば，われもまた，法の自在主なり。
あくしゅおもむ
たとえ，汝が愛欲の支配者Iこして，悪趣に赴くことなからんとも，
自在ならざる汝の目の前で，われは，菩提を証得すべし。
マーラは言えり。
かんじようしよ な
'67．沙門よ，［汝は］自分ひとりで，閑静虚Iこて，何をか為さんや◎
かいぐう
汝が希求せるところのものに会遇するIま，実に困難なり。
ブリグやアンギラス55等［の聖仙］が，苦行に精励したれども，
その至上の地位を得られざりき。まして，人たる汝においてをや。
菩薩は言えり。
168．盆怒に囚われたる心と，天界への愛欲を持ちて，
「常なり，無常なり」とアートマン（自我）に執着し、
別Tib､には，「この」に相当する訳語（hdi）がある。
弱「ブリグ」「アンギラス」の原語はbhrgu,angirasである。
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諸国を遍歴する生活に解脱ありと固執せる，
無知に導かれたる仙人たちが，苦行に専念したり。
169．彼らは，実際には道理なくして，人に［虚偽を］語れり。
ある者たちは，偏在的なり，限定的なり，［あるいは］常住なりと言えり。
また他の者たちは，有形なり，無形なり，あるいは，グナ（根本的要素）なし，
グナあり，作者（創造者）あり，作者なし，［など］と述べたり。
170．［われは］今日，この座に坐して，慢心を克服し，
兵隊・軍勢もろともに汝を打ち破りて，無垢なる菩提を証得し，
この世界の原因と発生を，また，浬桑と，
苦の寂滅と，また，清涼なる境地とを説くべし。
［これを聞いて］
ふんぬげっこうしんに
171．マーラは憤怒し，激昂し，腹悪を生じて，［菩薩の］面前Iこて，
粗暴なる言葉を発したり。「この沙門を捕らえよ。
わし
ひとりで森中に捨てられたる，この者を，俺の目の前から，
ひつ捕らえて連行し，とっとと服従せしめよ。
わし あしかせてつきつな
俺の宮殿に直ちに連行し，一対の足柳と鉄鎖に繋ぎ，門番役をさせよ。
ひつのう
苦痛に逼悩せられ，種々様々のうめき声をあげつつ，
天神たちに隷従するさまを，われは自ら見物せん」［と]。
菩薩は言えり。
172．虚空に，種々様々の書画を，図形の各部分ごとに分けて，
それぞれ別々に描くことはできようとも，
しょほうしよい
諸方諸維（四方四維）に動く，迅速なる風を，
人が奮励して，縄で縛ることはできようとも，
しょうようにちがつ
闇の暗黒を除く，照耀たる日月（大陽と月）を，
天空より地上に落下せしめることはできようとも，
汝らの如き者らが，多勢にして，数限りなくあらんとも，
［菩提］樹下より，われを動かすこと能わざるなり。
［これを聞いて］
173．かの56,ナムチの軍隊は，威勢よく，決起して，
かんせい こつづみ
オーという喚声，ほら貝・太鼓●４、鼓の勇壮なる音をとどろかせて，
ものすご
［言わく］「おお，子よ，いとし子よ。これらの，物凄く怖ろしき，
56Tib.には，ｓョ（かの）に相当する訳語がない。
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ナムチの軍勢を見ながら，お前は何ゆえに遁走せざるや。
かくやく
174．ジャンブー河産の黄金か，チャンパカ樹の花芯の如く，赫突たる者よ。
極めて優美なりて，天神・人間に称讃されたる，供養せらるべき者よ。
汝は，今日，大戦闘において，壊滅するに至り，
〈'んもん<だ
阿修羅のインドラによ［り壊滅す］るが如く，マーラの軍門に降るべし。
［これを聞いて］
おんじよう
175覚天の音声と，カラヴインカ鳥５７侭りとを以て，
ぜんぜい やしやらせつ
善逝（菩薩）は，かの夜叉．羅系Ｉ衆に告げたり。
きよう<
「虚空を恐‘M1せしめんと欲するところの，愚昧なる者，
きいしょうじゆ ほそく
その者が，われのﾑﾛきを最勝樹（菩提樹）下より，捕捉せんと欲する58．
くず
176．大千５９［世界］を破壊して，［その］屑を数えうるところの，
また’身毛によって大海の水を汲み出しうるところの，
けんろう せつなｌささい
あるいは，金関ﾘより成る堅牢なる山を，乗り那に破砕しうるところの，
のうらん
その者ですら，［菩提］樹下Iこ坐せるわれを悩乱せしめうることなし」［と]。
［それを聞いて］
くびき
177．マーラは，怒り'１:‘,頭に発して，範の長さよりも近きところに立ち・
さや
鞘から抜きたる鋭き剣を手に持って［言わく]’
た
「沙門よ，即刻，起ち上がりて，われの意に従いて，立ち去れ。
緑の［若い］竹の茎［を切るか］の如く，今日，［われが］汝を60切ることなきように。」
菩薩は言えり。
178.たとえ，この三千［世界］の大地すべてが，マーラ（悪魔）によって充満し，
こうそう
すべての［マーラの］手に，高壮なるメール山の如き剣があらんとも，
あた
彼らはわれの身毛をだに動力､すこと能わず。まして，われを殺害することをや。
誘惑者（悪魔）よ，あまり声高に叫ぶことなかれ。
いざ．われは汝に堅固さというものを思い知らしむくし6１．
57「カラヴインカ」の原語はkalavinkaである。
58Tib・は「起たしめんと欲する」という意味の訳文となっている。
釣Tib.は「大三千」という意味の訳文となっている。
60Tib.には，に（汝を）に相当する訳語がない。
61Ｔｉｂは「誘惑者（悪魔）よ，あわてる勿れｏ［汝のために］少しの時間を費やして，われは堅固さとい
うものを思い知らしむくし」という意味の訳文となっている。
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［これを聞いて］
らく超 まなこ
'79．酪舵・牛・象の頭を持てる，また，恐ろしき眼を有する者たち，
聯雲き,猛毒のある蛇や’見毒のある蛇どもが‘2，
しゃくねつ みれ
灼熱せる火の色の峯を有する山を投げつけ，
根付きの樹木や，また，銅や鉄を投げ散らしたり。
180．雲の如〈に吃立し，四方に泡峰しつつ，
金剛の雷電や，鉄の剛球や，鋭利なる剣・槍・斧や，
また，毒を塗りたる矢を，雨と降らしめ岡，
うが<鱈 さいは
大地を穿ち砕きて，言昔の樹木を擢破したり。
181・ある者たちは，百本の腕によって百の矢を放ち，
かえん
口から，猛毒を有する蛇や火焔を吐けり。
まかつぎょ
また，マカラ（摩掲魚）等の魚類を，海中から捕らえ上げ，
こんじちょうへんげ ほうてき
ある者たちは，ガノレダ（金迩鳥）に変化して，竜を放榔したり。
ぎようそうしゅみせん
182．ある者たちは，‘憤怒の形相で，須弥山ほと尋もある鉄球や，
はうちよう
灼熱せる火の色の峰頂を投下したり。
お
また，地面に降り来たりて，大地を震動せしめ，
すいじゅ かくはん
地下の水’Iその水を撹枠したり。
183．ある者たちは，彼（菩薩）の前に，あるいは，後ろに飛び跳ね，
まなご
「おお，愛子よ」と言っては，右や左に飛び跳ねたり。
手と足とが逆さまに付いており，頭が燃え上がり，
いなずま せんこう
眼より稲妻の如き閃光を発したり。
しゅうぽう
184．奇怪なる醜貌の，ナムチ（悪魔）の軍勢を見たれども，
清浄衆生（菩薩）は，幻術により生じたるものの如<に，観察Ｉしたり。
「ここにはマーラ（悪魔）なく，軍隊なく，生類なく，アートマン（自我）
ざんがい せんてん
三界（全世界）は．水中の月の影像の如く，旋転せり。
がしょ
185．「眼も，女も男もなく，また，我所（自己の所有するもの）もなし。
耳も鼻も同様にして，また,舌も身体も同様なり。
きしや じゅしや
これらの法は，作者（行動主体）と受者（感受主体）とを超脱してあり，
ないろっこんくう げろっ念よう
縁によって生起し，内（六根）も空にして，タト（六境）も空なり」［と]。
１８６．６４常に真実を語る彼（菩薩）は，真実の言葉を告げたり。
もなし。
62「蛇どもが」の部分は，Ｔｉｂでは「蛇の如き者どもが」という意味の訳文となっている。
“「斧や，また，毒を塗りたる矢を，雨と降らしめ」の部分は，Tib.では「また，毒を塗りたる斧を降ら
しめ」という意味の訳文となっている。
64本偶の全文は．Ｔｉｂでは「真実なる言語によれば・この世の法（存在）は全く空なれば’律に随順する，
温和なる夜叉たち．彼らは．手に持てる武器を花環と見たりと，常に真実を語る彼（菩薩）は，真実の
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「真実なる言語によれば，この世における諸法（存在）は全く空なり」［と]◎
律に随順するところの，温和なる夜叉たちありて，
み
彼らは，手↓こしたる武器を花環と観たり。
らもう
187．彼（菩薩）は，華麗なる羅網に飾られたる，
せんぶくりんそう
＄同色の明浄なる爪と，千編輪相とを有する，
けいずい
ジャンブー河産の黄金の如く輝く，善浄なる福徳の慶瑞たる，
てのひらゆうぜんな
右の掌で，悠然と．頭上から足の先までを撫でたり。
188．［菩薩は］天空からの稲妻の如<に，腕を伸ばすや否や，
言明したり。「この大地が，われの証人なり。
ナユタ
われは，かつて，那由多もの［多くの］色々な祭式を設けたり。
来乞者に対して，与えずと［思念し65］て，無益たらしめたること決してなし。
189．水も，火も，また，風も，まさしく，われの証人にして，
にちがつ
ブラフマン（党天）やブラジャーパティ（生類の主)66,星辰を従えたる日月も，
もろもろ かいぎようごんかい
十方に住したまえる，諸の仏陀や，われの戒行．禁戒，
ぼだいしぶんしちかくし
菩提支分（七覚支）もまた，同じく，われの，卓越せる証人なり。
にんにく
190．布施も，持戒も，また，忍辱も，われの証人なりて，
精進も，また，禅定も，また同じく，智慧も，
しむりょう し人づぅ
四無量［’1:‘,］も，同じく神通（超越的知見）も，われの証人なり。
次第に進展する菩提行のすべてが，今ここに67，わが証人なり。
191．十方［の世界68］に存在する限りの，すべての衆生，
その者たちの福徳．力69．持戒，また，知識と，
むしや むしやせえ
無遮Iこて（万人に開放して）設けられたる祭式（無遮施会）を合計しても，
それらは，わが身毛の百分の一にも及ばざるなり」［と]。
192．彼（菩薩）が，悠然として，手で大地を打つや，
この大地は，青銅の壷の如〈に，音響を発したり。
マーラは，［その］音を聞いて，地面に倒れ伏し，
「黒闇の親族（悪魔）を捕らえよ，殺せ」との声を聞けり。
言葉を告げたり」という意味の訳文となっている。
65Tib､には，「思念し」に相当する訳語（sfiamste）がある。
66原文brahmｮpraj3patiは，Tib.（tshanspaskyedgubdagdam）を参考にして．「ブラジャーバテイなる党
天も」と訳すことも可である。
67Tib・には．ｉｈａ（今ここに）に相当する訳語がない。
68Tib､には．「世界」に相当する訳語（hjigrten）がある。
69Tib､には，ｂａｌａ（力）に相当する訳語がない。あるいは，原文をPunyabalaなる複合語とみて，「福徳力」
と訳すべきか。
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193．身体より発汗し，威光は消失し，顔色は青ざめて，
み
マーラは，自らが老Iこ侵されゆくさまを観たり。
たた
恐怖におののき，庇護する者なく‘胸を叩いて泣き叫び，
ナムチ（悪魔）の意識は混乱し，心は悶絶するに至れり。
194．［魔軍の］象．馬．馬車．戦車は地面に転倒し，
〈はんだ
羅采ﾘ・クンバーンダ（鳩桑茶）．ピシャーチャ7０（食肉鬼）は恐れて逃走したり。
めいも人 よりどころ
［彼らは］迷悶し，逃げ道を失い，依虚も避難鹿もなく，
ばんそう
森火事の中に迷い込める鳥の如く7'，［菩薩を］見ては奔走したり。
195．そこにおいて72,母，姉妹，父，息子，また，兄弟たちが，
たず
「どこで見たか，どこに行ったか」と尋ね合い，
そのための故に，［彼らは73］互いに口論したり74．
こうむ
「われらは敗北を蒙れり。生命を容赦されることあらざるくし」［と]・
ごうそう
196．不滅なるが如き，豪壮なる，かの，マーラの大軍勢は，
かいめつ しさん
みな逃走し，全軍壊滅して，四散したり◎
かいぐう
［彼らは］七日を過ぎるまで，互いに，会遇することなかりき。
顔を合わせたる時，言わく，「汝が生存してあれば，それだけで幸いなり」［と]・
ひし人
197．かの，［菩提］樹の女神は，その時，非,し,を生じて，
水差しを持ちて，黒闇の親族（悪魔）に注ぎかけたり。
ちゅうちょ
「速やかに立ち上がりて，去るがよい。これ以上蹄路することなかれ75．
尊者［の言葉］を無視する，その者たちが，かくの如き目に会えり76」［と]。
マーラは言えり。
198．わが息子たちの，有益にして親切なる諌言を聞かずして，
ごくしょうじょう
極清浄なる衆生（菩薩）に対して罪を犯したるが故に，
苦悩と恐怖と敗北と悲嘆と破滅と，また，
叱責の声と，屈辱と，落胆とを，われは，今日77，得たり。
70「クンバー ンダ」「ピシヤー チヤ」の原語はkumbh町｡a,ｐｉ蕊Caである。
7'Tib.は「風に打たれたる森火事による烏の如く」という意味の訳文となっている。
72Ｔｉｂには，tatra（そこにおいて）に相当する訳語がない。
73Tib､には，「彼らは」に相当する訳語（dedag）がある。
71「口論したり」の部分は，Ｔｉｂでは「争い口論したり」という意味の訳文となっている。
75「去るがよい。これ以上躍路することなかれ」の部分は，Tib.では「蹄鰭することなく，急ぎ去れ」と
いう意味の訳文となっている。
76Tib.は「尊者の言葉を聞かざるが故に，かくの如き目に会えり」という意味の訳文となっている。
77Tib・には，ａｄｙａ（今日）に相当する訳語がない。
１００
女神は言えり。
199．実に，罪過なき者に対して罪を犯すところの，
無知なる者は，恐怖調と苦悩と敗北と落胆と，
叱責の声と，死罪と禁鋼と，
かんなん
幾多の患難とを得る。
ラリタヴイスタラの研究
200．天神．阿修羅，ガルダ・キンナラ・羅剰の王，
しきくきょうてん
また，鈍天・帝釈・他化自在天・色究寛天等は．
彼（菩薩）の勝利を宣言したり。「かくの如きナムチの軍勢は．
ざいめつ
御身によって推滅されたるが故Iこ，世間の勇者よ，［御身の］勝利なり」［と]ｏ
ようらくさんがいきしどうばん
201．［彼らは］］婆路・半月宝・傘蓋・旗職・嘘幡を奉献し，
花や沈水香．多伽羅香71．栴檀の香末を雨と降らしめ，
諸の楽器を演奏しつつ，歓声を挙げたり。
「敵を征服せる獅子［の如く」．勇猛なる者よ。御身は［菩提］樹下に坐したまえ80.
202．この最勝なる座において，慈心を以て邪悪なるマーラの大群を打ち破り，
勇猛なる者よ，［御身は］今日，菩提を得て，
ふく･うひげべん
不共なる（仏陀に特有の）‐トカと，［四］無礁癖（説法自在能力）と，
一切の．仏陀の境界とを，今こそ，証得したまわん」［と]ｏ
じょうぶくぼっぱつ
203．マーラ（悪魔）の調伏のためIこ，ここに．戦闘が勃発したる時，
とうがくぼさつ
等覚菩薩（成仏直前の菩薩）の力と剛勇とを観たるところの，
コーティ ナユタ
三十六拘砥と，二-'一四那由多もの［多数の］者たち，
ほつがん
その者たちは，無上なる仏陀の菩提を'L､に発願したり，と［言われる]。
[以上］「降魔品」と名づける，第二十一章なり。
〔第21章終わり〕
湖Tib･nes（罪過）は覚文bhaya（恐怖）と合わない。
刃「沈水香・多伽羅香」の原語はagaru,tagaraである。
鋤この行は写本に混乱が見られ，文意不明である。Tib.では「敵衆を征服せる勇者たちが，御身を覆い包
むべし」という意味の訳文となっており，これによれば．Zicch罰dayeyatava釦mji面risamgh鋤と読むべ
きであるが．写本の支持がない。ここではＬ,に従って校訂する。
１０１
